
イスラームが経済に与えるインパクト 
ーグローバル・モダンにおけるその実態とダイナミズムー 

【ハラール食品】 【ファッション】 【人の移動】 【イスラーム金融】 

 日時： 11月6日（日） 午後2時～6時 
 会場： 大阪大学豊中キャンパス 文系総合研究棟３０２号室 
 枠組： 次世代ワークショップ「年次集会開催枠」、 コンソーシアム・ウィーク内 
 企画責任者： 福島 康博 （東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所） 

【関心領域】 
 イスラーム： シャリーア（イスラーム法）がムスリムの日常生活に密接に関係、経済・金融活動もその対象。 
 経済： ミクロなムスリム個々人の内面的信仰と、マクロな政治・社会的動向とを架橋する領域。 
 
【目的】 
 イスラームに基づく経済活動・産業に焦点を当てて調査・分析を行い、各地域のイスラームと経済に 
  関する諸現象を、地域を越えて解明することを試みる。経済研究とイスラーム研究、そして地域研究に 
  またがる学際的な研究として、イスラームが経済にどのような影響を与えているのかを明らかにしたい。 
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